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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 6,828 6.4 △93 － △71 － △63 －

30年３月期第２四半期 6,415 3.0 △18 － △6 － △6 －
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 △70百万円( －％) 30年３月期第２四半期 12百万円(△90.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 △21.56 －

30年３月期第２四半期 △2.09 －
　

※平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年
度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

31年３月期第２四半期 10,325 2,194 21.3 746.04

30年３月期 11,240 2,302 20.5 782.44
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 2,194百万円 30年３月期 2,302百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 12.50 －

31年３月期 － 0.00

31年３月期(予想) － 12.50 12.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

※平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期の１株当た
り期末配当金は、当該株式併合を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,878 6.0 156 △22.7 182 △18.1 122 △20.2 41.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 3,000,000株 30年３月期 3,000,000株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 57,927株 30年３月期 57,860株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 2,942,121株 30年３月期２Ｑ 2,942,298株
　

※平成29年10月１日付で普通株式５株について１株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、前連結会計
年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料Ｐ.３「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善等により、景気は緩やかな

回復基調が続いております。しかしながら、相次いでいる自然災害の経済に与える影響や米中の貿易摩擦等、

海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響等、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は68億28百万円（前年同四半期比6.4％増）、営業損失は93

百万円（前年同四半期は18百万円の損失）、経常損失は71百万円（前年同四半期は６百万円の損失）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は63百万円（前年同四半期は６百万円の損失）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①情報サービス事業

売上高は、主力のソフトウェア受託開発事業については、システムインテグレーション（ＳＩ）の一部で

案件不足が起因となり売上減少したものの、他事業は順調に推移し、前年同四半期と比較すると増収となり

ました。人事給与を中心としたビジネス・プロセス・サービス事業及びパッケージソリューションを中心と

したソリュションサービス事業は増収となり、ＩＴサービス基盤事業も堅調に推移したことにより、情報サ

ービス事業全体では売上高が増収となりました。

　以上の結果、売上高は53億８百万円（前年同四半期比9.5％増）となりました。

セグメント利益は、主力のソフトウェア受託開発事業は一部事業で増益があったものの、前年同四半期と

比較すると減益になりました。人事給与を中心としたビジネス・プロセス・サービス事業及びソリューショ

ンサービス事業はともに増収に伴う大幅増益となりましたが、ＩＴサービス基盤事業におけるビジネス成長

のための新サービスへの投資の増加による原価増を埋めることが出来ず、前年同四半期と比較すると情報サ

ービス事業全体では減益となりました。

以上の結果、セグメント利益は２億24百万円（前年同四半期比13.1％減）となりました。

②物流事業

売上高は、倉庫事業においては、空坪対策等による改善も見られましたが、当期より東扇島冷蔵倉庫の賃

借人変更に伴う賃料の減少により減収となりました。港運事業では、建材埠頭での既存荷主の取り扱い増加

に加え、新規荷主獲得もあり増収となりました。陸運事業は、自社車両の新規投入や東海地区への小麦配送

等の増加が、セメントの売上高減少をカバーし、微増となりました。

以上の結果、売上高は15億20百万円（前年同四半期比3.0％減）となりました。

セグメント利益は、倉庫事業では、空坪対策・スポット作業の増加により収支は改善したものの、東扇島

冷蔵倉庫の賃料の減少により減益となりました。港運事業では、新規荷主の取り扱いが増加したことにより

増益となりました。陸運事業では、燃料費の原価増はあるものの、有料道路代荷主負担が認められたこと等

料金改善を進め、利益は微増となりました。

以上の結果、セグメント利益は１億20百万円（前年同四半期比25.5％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　 資産、負債及び純資産の状況

（イ）資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて８億27百万円減少し、36億96百万円となりました。これは主とし

て、現金及び預金の増加92百万円と受取手形及び売掛金の減少９億55百万円、仕掛品の増加38百万円による

ものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて86百万円減少し、66億24百万円となりました。これは主として、

建物及び構築物の減少１億８百万円と繰延税金資産の増加45百万円によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて９億14百万円減少し、103億25百万円となりました。

（ロ）負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて５億83百万円減少し、34億79百万円となりました。これは主とし

て、支払手形及び買掛金の減少63百万円、短期借入金の減少６億８百万円、賞与引当金の増加58百万円によ

るものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて２億24百万円減少し、46億50百万円となりました。これは主とし

て、長期借入金の減少１億84百万円と退職給付に係る負債の増加60百万円によるものであります。
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（ハ）純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて１億７百万円減少し、21億94百万円となりました。これは主と

して、利益剰余金の減少１億円によるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成30年５月15日に公表いたしました連結業績予

想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,043,440 1,135,783

受取手形及び売掛金 2,833,722 1,877,890

商品及び製品 35,709 32,624

仕掛品 410,919 449,437

原材料及び貯蔵品 607 666

その他 206,542 206,301

貸倒引当金 △6,127 △5,879

流動資産合計 4,524,814 3,696,825

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,550,846 1,441,852

土地 2,489,232 2,489,232

その他（純額） 1,059,385 961,735

有形固定資産合計 5,099,465 4,892,820

無形固定資産 232,521 285,362

投資その他の資産

投資有価証券 495,588 499,839

繰延税金資産 711,758 756,907

その他 195,072 196,794

貸倒引当金 △23,463 △6,784

投資その他の資産合計 1,378,955 1,446,757

固定資産合計 6,710,942 6,624,940

繰延資産 4,322 3,438

資産合計 11,240,079 10,325,203

決算短信（宝印刷） 2018年11月13日 10時39分 6ページ（Tess 1.50(64) 20180621_01）



鈴与シンワート株式会社(9360) 平成31年３月期 第２四半期決算短信

－ 5 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 839,389 776,289

短期借入金 2,184,970 1,576,220

未払法人税等 43,897 55,884

賞与引当金 363,183 421,480

受注損失引当金 － 3,683

その他 631,448 646,008

流動負債合計 4,062,889 3,479,567

固定負債

社債 315,000 247,500

長期借入金 2,232,620 2,048,260

再評価に係る繰延税金負債 171,986 171,986

役員退職慰労引当金 20,672 23,004

退職給付に係る負債 1,766,945 1,827,882

その他 367,926 332,106

固定負債合計 4,875,150 4,650,740

負債合計 8,938,039 8,130,307

純資産の部

株主資本

資本金 802,250 802,250

資本剰余金 162,250 162,250

利益剰余金 1,132,130 1,031,921

自己株式 △37,329 △37,383

株主資本合計 2,059,301 1,959,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36,466 28,080

土地再評価差額金 214,733 214,733

退職給付に係る調整累計額 △8,461 △6,956

その他の包括利益累計額合計 242,738 235,857

純資産合計 2,302,039 2,194,896

負債純資産合計 11,240,079 10,325,203
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 6,415,942 6,828,820

売上原価 5,990,765 5,981,711

売上総利益 425,177 847,109

販売費及び一般管理費 443,692 940,688

営業損失（△） △18,515 △93,579

営業外収益

受取利息 14 1

受取配当金 3,476 3,499

持分法による投資利益 27,478 11,917

受取賃貸料 9,600 9,600

貸倒引当金戻入益 － 16,926

その他 8,792 4,512

営業外収益合計 49,362 46,457

営業外費用

支払利息 24,363 21,938

役員退職慰労引当金繰入額 10,844 －

その他 2,301 2,906

営業外費用合計 37,509 24,844

経常損失（△） △6,661 △71,966

特別利益

固定資産売却益 5,299 －

特別利益 5,299 －

特別損失

固定資産除却損 0 －

特別損失 0 －

税金等調整前四半期純損失（△） △1,361 △71,966

法人税等 4,788 △8,534

四半期純損失（△） △6,150 △63,432

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △6,150 △63,432
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純損失（△） △6,150 △63,432

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,144 △8,385

退職給付に係る調整額 8,177 1,505

その他の包括利益合計 18,322 △6,880

四半期包括利益 12,172 △70,312

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,172 △70,312
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,361 △71,966

減価償却費 274,408 277,704

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,928 △16,926

受取利息及び受取配当金 △3,491 △3,500

支払利息 24,363 21,938

持分法による投資損益（△は益） △27,478 △11,917

有形固定資産売却損益（△は益） △5,299 －

売上債権の増減額（△は増加） 214,443 955,831

たな卸資産の増減額（△は増加） △368,757 △35,492

仕入債務の増減額（△は減少） △88,983 △29,127

賞与引当金の増減額（△は減少） 38,257 58,296

受注損失引当金の増減額（△は減少） △6,783 3,683

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,041 2,331

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38,941 60,937

有形固定資産除却損 0 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 12,714 △53,515

その他 17,121 47,893

小計 109,124 1,206,170

利息及び配当金の受取額 3,492 3,500

利息の支払額 △23,319 △20,967

法人税等の支払額 △80,215 △24,941

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,082 1,163,762

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,144 △54,201

有形固定資産の売却による収入 5,300 －

無形固定資産の取得による支出 △40,838 △56,548

投資有価証券の取得による支出 △3,218 △3,233

長期貸付金の回収による収入 1,947 －

敷金及び保証金の差入による支出 △3,351 △251

敷金及び保証金の回収による収入 654 320

預り保証金の受入による収入 － 42,000

預り保証金の返還による支出 － △26,000

その他 415 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,236 △97,913
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △600,000

長期借入金の返済による支出 △701,310 △593,110

長期借入れによる収入 600,000 400,000

社債の償還による支出 △67,500 △67,500

リース債務の返済による支出 △83,732 △76,544

自己株式の取得による支出 △101 △53

配当金の支払額 △36,717 △36,296

財務活動によるキャッシュ・フロー △139,360 △973,505

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △189,515 92,342

現金及び現金同等物の期首残高 1,055,557 1,043,440

現金及び現金同等物の四半期末残高 866,042 1,135,783
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,847,828 1,568,113 6,415,942 － 6,415,942

セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,000 － 1,000 △1,000 －

計 4,848,829 1,568,113 6,416,942 △1,000 6,415,942

セグメント利益又は損失
（△）

258,166 162,325 420,491 △439,007 △18,515

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△439,007千円は、セグメント間取引消去△1,000千円と各報告

セグメントに配分していない一般管理費等の全社費用△438,006千円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

情報サービス
事業

物流事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,308,245 1,520,575 6,828,820 － 6,828,820

セグメント間の内部売上
高又は振替高

618 － 618 △618 －

計 5,308,863 1,520,575 6,829,438 △618 6,828,820

セグメント利益又は損失
（△）

224,335 120,873 345,209 △438,788 △93,579

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△438,788千円は、セグメント間取引消去△618千円と各報告セ

グメントに配分していない一般管理費等の全社費用△438,170千円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません
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